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会をIJAIの機構とする。

岩崎純一学術研究所（IJAI）

★　岩崎純一学術研究所（IJAI）女性局・女子聖堂　組織図（歴代～現在）　★

2017年6月10日：起筆、2021年12月29日：最終更新

2008年前後までの小規模サークルは、まとまった組織は持たず、随時集会。ただし、これらを母体に現在の女性局が成立。

巫女神道吉備派

岩崎純一芸術団

女子寮（メンバー入居中、上演

舞台として常用中）

4. 大学から女性施設等への開催場所移行期

5. 各女性施設による各会の主催期

6. 女性施設（スタッフ）と各会の一体化

「構成員・上演者一覧」

「岩崎純一関連学術グループ、サークル変遷表」 https://iwasakijunichi.net/2/1/0/2/2-14.pdf

https://iwasakijunichi.net/2/1/0/2/2-17.pdf

◆IJAI主要メンバー（巫女、歌道子女、バレリーナ）と、女性局以外の岩崎関連サークルはこちら。→

◆大規模会場での公演（女子寮での閉鎖上演など以外）により、顔写真などが公表されたダンサーやバレリーナはこちら。→

◆女性局メンバーのうち、精神神経症状・心身症を抱える女性の個人情報については、岩崎または女性局まで要問合せ。

◆このうち、主に岩崎の郷里である岡山の巫女や歌道子女で、岩崎の郷土史・日本史研究に協力している女性メンバーはこちら。→ https://iwasakijunichi.net/2/1/0/2/2-15.pdf

1. 大学の講義への取り込み期（学生が大学に講義としての開催を提案）

↑名称を模倣、↓引継ぎ

「心・生きること・言葉」（2014）

https://iwasakijunichi.net

岩崎純一学術研究所（IJAI）女性局・女子聖堂、岩崎純一

岩崎が大学教員に着任したため、女子大学生・高校生（但し18歳以上）が女性局に新規参加する場合には、倫理規程など教育研究上の規範意識のご確認を経ていただいております。ご希望の方は一度ご相談下さい。

女性局はIJAIの女性部門であり、岩崎式十進分類法（IJDC）に基づく【女性系】を構成する。【女性系】は【0系】～【9系】内に、これらと同様の構造で設置される。

女性局と支部（東京・吉備）・巫女神道吉備派（別掲）・芸術団（別掲）は、過半数のメンバーが兼務しており、事実上これらは女性局が各支部や巫女神道・吉備史研究部門や芸術部門として活動する際の名称である。

岩崎純一さんとの合同勉強会（2009）

主催：精神・神経症状の女性、特殊シェルター入居女性（精神症状、DV

等）、女子大学生・高校生、一般主婦

岩崎純一さんのお話を聴く会（2011）

主催：精神・神経症状の女性、特殊シェルター入居女性（精神症状、DV

等）、女子大学生・高校生、一般主婦

岩崎純一さんに会いたい会（2012）

主催：女子大学生

続　岩崎純一さんに会いたい会（2012）

岩崎純一学術研究所（IJAI）女性局（2018）

3. 大学非公認化、学生・研究者自主開催期（各女子寮

などの女性施設や女子大学で持ち回り開催。授業回数

にカウントせず）

2. 大学（担当教員）公認期（講義の一コマ

として実施、単位あり）
主催：女子大学生・高校生、一般主婦、特殊シェルター入居女性

「女性の回り道」（2014）

岩崎純一研究会（2016）

「巫女特別協力資料　編著者・協力者の一覧」

3会合同
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ニューサ聖女院

エラトー聖女院

エリフィアー聖女院

ブロミアー聖女院

ニンフス＆フェアリーズ顧問

女子聖堂（女性局）顧問

メロペー聖女院

ポイベー聖女院

アイグレー聖女院

ヘーリエー聖女院

ラムペティエー聖女院

コーリュキアー聖女院

クレオドーラー聖女院

メライナ聖女院

クローリス聖女堂：西風・春・花

ステュクス聖女院

ハルピンナ聖女院

カリュアー聖女院

クラネイアー聖女院

プテレアー聖女院

アンペロス聖女院

シュケー聖女院

サルマキス聖女院

ガラテイア聖女院カリロエー聖女院

ナーイアス聖女堂：泉・川・水

カスタリア聖女院

マイア聖女院

エーレクトラー聖女院

アルキュオネー聖女院

アステロペー聖女院

ヘスペレトゥーサ聖女院

ヘスペリアー聖女院

IJAI所長（岩崎所長）

ニンフス＆フェアリーズ代表

基幹部分以外の

意思決定は

独立メンテー聖女堂：川 ダプネー聖女堂：川・月桂樹 （ハマ）ドリュアス聖女堂：木

アイグレー聖女院

エリュテイア聖女院

：大女神・最高聖女

アレトゥーサ聖女院

ドーリス聖女院

ウーラニアー聖女院

クリュメネー聖女院

ペイトー聖女院

クレウーサ聖女院

メロペー聖女院

ポリュクソー聖女院

テュオーネー聖女院

ナパイアー聖女堂：谷・森

オレイアス聖女堂：山・岩屋 アルセイス聖女堂：森

ブリトマルティス聖女堂：山・狩猟

ヘスペリデス聖女堂：黄昏・夜・西

女子聖堂長（女性局長）

アリアドネー

ポリュヒュムノー聖女院

エーコー聖女院

プレイアデス聖女堂：星

オルプネー聖女院

アウトノエー聖女院

アムピトリーテー聖女院

エウリュディケー聖女院

エラトー聖女院

主にギリシャ神話の女神・妖精に扮した呼称が用いられるため、「ニンフス＆フェアリーズ制（ニュンペー制）」とも呼ばれ、また、単に機構の特徴を表すため、「クラスター・スライド・システム」とも呼ばれる。

どの聖女堂がIJDCのどの系に当てられるかは、随時変わる。岩崎の作品『ネグリジェ悲恋舞台劇・ネイトガウン聖女悲劇』シリーズなどを女子寮などで上演しているのが、この女子聖堂・ニンフスとしての女性局・芸術団である。

ニュンペー聖女堂 ニュンペー聖女堂

巫女、日舞女性、洋舞女性（バレリーナ）、ベリーダンサー、精神・神経・性関連症状の女性（気分障害、ストレス障害、解離性障害、転換性障害、カタレプシー、カタトニア、ニンフォマニア、パーソナリティー障害（受動攻撃性、自己敗北性）、発達障

害など）、暴力・DV・監禁事件被害女性らが、女神・妖精の中心的な構成者・演者である。女子聖堂を「精神浄化（カタルシス）のための高度なごっこ遊び」であると認識するメンバーも多い（岩崎も同様）。

ヒュアデス聖女堂：山・雨 ニュシアデス聖女堂：山トリアイ聖女堂：山・小石・蜜ヘーリアデス聖女堂：太陽・木

ランパス聖女堂：冥界・光

女子聖堂本局（女性局）

：炉、祭壇、神殿、家庭

：太母・聖母

オーケアニス聖女堂：海・泉・水 ネーレーイス聖女堂：海

アムブロシアー聖女院

コローニス聖女院

エウドーレー聖女院

上記の活動や上演を円滑にするため、IJDCに基づき、女性局における自身の担当（局・部・班）がそのまま日本神話・ギリシャ神話・ローマ神話などの巫女やキャストの役割にスライドし適用される「女子聖堂制」を採用している。

ヘスティアー（ウェスタ）

IJAI 女子聖堂（2018）
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